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令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
式

委
嘱
式

　

令
和
七
年
四
月
十
二
日
、
桜
満
開

の
米
子
駐
屯
地
に
お
い
て
第
八
普
通

科
連
隊
長
（
一
等
陸
佐　

中
尾
圭
介
）

は
、
令
和
七
年
度
自
衛
官
候
補
生
課

程
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

　

式
に
は
米
子
市
長　

伊
木
隆
司
様
、

境
港
市
長　

伊
達
憲
太
郎
様
を
は
じ

め
、
部
内
外
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
の

参
列
を
賜
り
、
隊
員
家
族
が
見
守
る

中
粛
々
と
挙
行
さ
れ
た
。

　

式
で
は
、
田
村
累
斗
自
衛
官
候
補

生
が
代
表
し
て
申
告
す
る
と
と
も

に
片
岡
楓
茉
自
衛
官
候
補
生
の
先

導
に
よ
り
自
衛
官
候
補
生
全
員
が

服
務
の
宣
誓
を
力
強
く
行
っ
た
。

　

連
隊
長
は
式
辞
に
お
い
て
「
様
々

な
仕
事
が
あ
る
中
、
陸
上
自
衛
隊
を

職
業
と
し
て
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
に

対
し
て
君
た
ち
に
お
礼
を
言
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
自
衛
官
候
補
生
課
程
前
期

三
ヵ
月
間
の
教
育
に
お
い
て
、
陸
上

自
衛
官
と
し
て
技
術
を
学
び
、
力
を

蓄
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
目
で
見
る

と
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
励
ん
で
も
ら
い

た
い
。」と
述
べ
、
入
隊
に
あ
た
り「
向

き
不
向
き
よ
り
よ
り
前
向
き
に
」「
同

期
の
絆
を
大
切
に
」
の
二
点
を
要
望

し
、
自
衛
官
候
補
生
の
門
出
を
祝
っ

た
。

　

入
隊
式
後
は
、
記
念
会
食
が
隊
員

食
堂
で
行
わ
れ
、
御
家
族
と
自
衛
官

候
補
生
は
食
事
を
し
な
が
ら
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
花
が
咲
く
様
子
が
見
え

良
き
門
出
と
な
っ
た
。

　

ま
た
記
念
会
食
の
後
段
に
は
自
衛

官
候
補
生
の
着
隊
か
ら
入
隊
式
ま
で

の
動
画
が
放
映
さ
れ
た
の
ち
、
鳥
取

県
家
族
会　

谷
口
雅
人
様
よ
り
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
い
た
。
そ
の
後
、
門

脇
結
人
自
衛
官
候
補
生
が
「
様
々
な

困
難
に
直
面
し
た
時
、
仲
間
と
と
も

に
乗
り
越
え
て
い
き
、
三
ヵ
月
後
自

衛
官
・
社
会
人
と
し
て
成
長
し
た
姿

を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
日
々
訓
練
に
邁

進
し
て
い
き
ま
す
。」
と
決
意
の
言
葉

を
力
強
く
述
べ
た
。

　

行
事
終
了
後
に
は
、
三
ヵ
月
の
教

育
を
と
も
に
す
る
区
隊
旗
授
与
式
及

び
銃
貸
与
式
が
行
わ
れ
自
衛
官
候
補

生
一
人
一
人
に
銃
が
貸
与
さ
れ
た
。

　

自
衛
官
候
補
生
は
約
三
ヵ
月
に
わ

た
り
陸
上
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基

礎
的
な
教
育
及
び
訓
練
を
受
け
た
の

ち
二
等
陸
士
の
階
級
を
付
与
さ
れ
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
・
任
地
へ
配
属
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

入
隊
所
感

入
隊
所
感  

入
隊
式
を
終
え
て

入
隊
式
を
終
え
て

【
島
根
県
邑
南
町
出
身
】

第
二
班
　
　
田
村
　
累
斗

　

私
は
、
仲
間
を
大
切
に
で
き
る

環
境
で
働
く
こ
と
が
一
番
自
分
の

力
が
発
揮
で
き
る
と
思
い
、
自
衛

官
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

入
隊
し
て
た
っ
た
二
週
間
し
か

経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
既
に
仲
間

の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
場
面

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内

で
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
こ
な

し
、
人
を
救
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
普
段
の
生

活
か
ら
一
分
一
秒
を
大
切
に
し
て

い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
で
仲
間
の
存
在
が
と
て
も
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く

助
け
合
い
が
一
番
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
助
け
合
い
が
な
け
れ
ば
、

自
分
も
仲
間
も
多
く
の
人
達
を
救

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
隊
式
を
終
え
て
一
人
一
人
の

自
覚
と
覚
悟
が
芽
生
え
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
私
は
誰
よ
り
も
仲
間

の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
人
間
に
成

長
し
た
い
で
す
。

　

こ
の
三
ヵ
月
間
、
同
期
と
共
に
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
し
て
い

き
ま
す
。

【
鳥
取
県
米
子
市
出
身
】

第
一
班
　
　
矢
野
　
一
華

　

入
隊
式
を
終
え
て
私
は
改
め
て
、

自
衛
官
候
補
生
に
志
願
し
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
そ
の

好
き
な
こ
と
で
人
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
い
入
隊
を
し
ま
し
た
。

　

着
隊
当
初
は
、
で
き
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
体
育
訓
練
の
持
続
走

が
き
つ
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
り
、

腕
立
て
伏
せ
が
一
回
も
で
き
ず
悔

し
く
て
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
度
に
班
長
・

班
付
や
班
の
皆
が
応
援
し
て
く
れ

元
気
が
出
ま
し
た
。
苦
手
意
識
を

捨
て
、
一
つ
ず
つ
練
成
し
、
皆
と

成
長
し
て
前
期
の
終
了
式
で
両
親

に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
教
育
を
通
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
お

世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
何
度

も
助
け
て
く
れ
る
同
期
を
一
番
大

切
に
し
て
い
き
、
時
に
は
自
分
が

支
え
と
な
れ
る
、
そ
ん
な
よ
り
良

い
関
係
を
築
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

【
鳥
取
県
鳥
取
市
出
身
】

第
三
班
　
　
山
名
　
咲
人

　

私
が
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
動
機

は
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
テ
レ
ビ

で
災
害
派
遣
活
動
を
泥
だ
ら
け
に

な
り
な
が
ら
活
躍
し
て
い
る
自
衛

官
を
見
て
、
こ
ん
な
仕
事
が
し
た

い
と
強
く
思
い
入
隊
を
決
意
し
ま

し
た
。
入
隊
式
を
終
え
自
分
が
こ

れ
か
ら
国
防
と
い
う
重
大
な
使
命

を
担
う
一
員
に
な
っ
た
の
だ
と
身

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
心
境
は
正
直
、
楽
し
み

よ
り
不
安
の
ほ
う
が
大
き
い
で
す
。

自
分
に
務
ま
る
の
か
、
仲
間
と
上

手
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
考
え
れ

ば
考
え
る
ほ
ど
不
安
は
膨
ら
み
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
で
選
ん
だ
道

だ
か
ら
こ
そ
後
悔
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
自
衛
官
と
い
う
選
択
が
正

し
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
目

の
前
の
訓
練
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
教
育
隊
の
中

で
信
頼
さ
れ
る
隊
員
に
な
る
こ
と

で
す
。
規
律
を
守
り
、
責
任
あ
る

行
動
を
心
掛
け
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

銃貸与式銃貸与式

式の様子式の様子

区隊旗授与式区隊旗授与式

宣誓　片岡自候生宣誓　片岡自候生

申告　田村自候生申告　田村自候生

　

四
月
十
二
日
、
入
隊
式
に
あ
わ
せ

て
防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式

を
行
い
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
は
委

嘱
後
初
め
て
の
行
事
で
あ
る
自
衛
官

候
補
生
課
程
入
隊
式
に
参
列
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

委
嘱
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々

（
順
不
同
）

七
・
八
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

　
　

山
岡　
　

隆
様

七
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

　
　

石
井　

宏
美
様

　
　

河
本　

拓
也
様

　
　

岡　
　

可
織
様

　
　

永
井　

律
子
様

　
　

竹
内　

紀
智
様

令
和
七
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん

令
和
七
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
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部隊長コラム部隊長コラム

　

向
暑
の
候
、駐
屯
地
所
在
隊
員
及
び
ご
家
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、令
和
七
年
三
月
十
七
日
付
け
で
第

一
三
二
地
区
警
務
隊（
本
部

：

海
田
市
）米
子

派
遣
隊
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
椎
木
と
申
し

ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
、そ
し
て
風
光
明
媚
な

米
子
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
は
大
変
な

名
誉
と
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、そ
の
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、第
九
施
設
群
第
三
二
四
施

設
中
隊（
小
郡
）（
こ
の
間
、第
四
次
東
テ
ィ
モ
ー

ル
派
遣
施
設
群（
デ
ィ
リ
））、第
五
施
設
団
本

部
（
小
郡
）を
施
設
科
隊
員
と
し
て
服
務
し
、

警
務
官
と
し
て
幹
部
に
任
官
後
、第
一
一
九
地

区
警
務
隊（
旭
川
）、第
一
二
二
地
区
警
務
隊

南
恵
庭
連
絡
班（
恵
庭
）（
こ
の
間
、第
一
五
次

派
遣
海
賊
対
処
行
動
警
務
隊（
ジ
ブ
チ
））、第

一
三
四
地
区
警
務
隊
飯
塚
連
絡
班（
飯
塚
）、

西
部
方
面
警
務
隊
本
部（
健
軍
）、第
一
三
二

地
区
警
務
隊
日
本
原
派
遣
隊（
日
本
原
）、第

一
三
〇
地
区
警
務
隊
直
接
支
援
保
安
警
務
隊

（
守
山
）（
こ
の
間
、サ
ザ
ン
ジ
ャ
ッ
カ
ル
ー
24（
豪

州
））で
服
務
し
て
お
り
、山
陰
地
区
で
の
勤
務

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

中
尾
駐
屯
地
司
令
の
掲
げ
る
、地
域
の
皆
様

か
ら「
ま
た
来
た
い
米
子
駐
屯
地
」と
思
わ
れ
る

駐
屯
地
の
創
造
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し
、皆
様
の
ご

理
解
と
信
頼
の
源
泉
と
な
る「
規
律
の
維
持
」に

つい
て
全
身
全
霊
を
も
っ
て
寄
与
す
る
所
存
で

す
。

　

ま
た
、地
域
の
歴
史
・
文
化
、豊
か
な
自
然
、

そ
こ
に
住
ま
わ
れ
る
地
域
の
皆
様
と
駐
屯
地
の

各
種
イ
ベン
ト
等
を
通
じ
た
交
流
、そ
し
て
与
え

ら
れ
た
職
務
に
惚
れ
込
ん
で
公
私
と
も
に
充
実

し
た
勤
務
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
葉
の
候
、
駐
屯
地
所
在
隊
員
及

び
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
七
年
三
月
十
七
日

付
で
米
子
駐
屯
地
業
務
隊
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
山
本
と
申
し
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
米
子
駐
屯
地

に
お
い
て
駐
屯
地
業
務
隊
長
と
し
て

勤
務
で
き
る
こ
と
は
、
大
変
な
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
第
八
通
信
大
隊

（
北
熊
本
）、
第
五
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

連
隊（
健
軍
）、
東
部
方
面
通
信
群（
朝

霞
）、
武
器
学
校（
土
浦
）、
中
央
業
務

支
援
隊
付（
市
ヶ
谷
）、
通
信
学
校（
久

里
浜
）、
東
部
方
面
総
監
部
（
朝
霞
）、

補
給
統
制
本
部
（
十
条
）、
北
部
方
面

後
方
支
援
隊
（
札
幌
）、
第
十
三
旅
団

司
令
部
（
海
田
市
）
で
勤
務
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
中
尾
駐
屯
地
司
令
の
ご

指
導
の
下
、
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

で
あ
る
「
地
域
と
共
に
」
を
具
現
す
る

た
め
、
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
前
職
の
第
十
三
旅
団
司
令

部
勤
務
時
に
、
数
度
、
米
子
駐
屯
地

を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
山
陰
で
の
勤

務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
地
域
の

歴
史
・
文
化
及
び
自
然
を
満
喫
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
駐
屯
地
業
務
隊
に
対

す
る
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
緑
の
候
、駐
屯
地
所
在
隊
員
及
び
ご

家
族
及
び
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、令
和
七
年
三
月
十
七
日
付
で
第

八
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
長
を
拝

命
し
ま
し
た
、大
谷
一
尉
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、平
成
元
年
に
、こ
こ
米
子
駐
屯
地

に
新
隊
員
と
し
て
入
隊
、平
成
十
九
年
に

幹
部
に
任
官
、平
成
二
十
年
ま
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、十
七
年
ぶ
り
に
再
び
第
八

普
通
科
連
隊
で
中
隊
長
と
し
て
勤
務
で
き

る
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、そ
の
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

本
部
管
理
中
隊
は
、中
隊
本
部
班
、連

隊
本
部
班
及
び
各
直
轄
小
隊
に
よ
り
各

種
機
能
を
発
揮
し
連
隊
の
任
務
達
成
に

寄
与
す
る
部
隊
で
す
。こ
の
た
め
、昨
今
の

国
外
情
勢
や
災
害
派
遣
に
よ
り
中
隊
に

求
め
ら
れ
る
能
力
を
踏
ま
え
て
あ
ら
ゆ
る

事
態
を
想
定
し
、常
に
挑
戦
の
意
識
を
持

ち
訓
練
に
取
り
組
み
、能
力
を
高
め
信
頼

さ
れ
る
中
隊
を
創
造
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

第
八
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
長

と
し
て
、こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し
、隊
員
と
と
も
に

隊
風
で
あ
る「
獅
子
奮
迅
」の
如
く
何
事
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。ま

た
、中
隊
の
骨
幹
は
隊
員
一
人
一
人
で
あ

り
、良
好
な
勤
務
環
境
及
び
隊
員
個
々
の

充
実
発
展
の
た
め
、引
き
続
き
隊
員
ご
家

族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、お
願

い
申
し
上
げ
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

残
春
の
候
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
隊

員
及
び
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
七
年
三
月
十
七
日

付
で
第
八
普
通
科
連
隊
第
三
科
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
東
三
佐
と
申
し

ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
第
八
普
通
科

連
隊
及
び
米
子
駐
屯
地
で
勤
務
で
き

る
こ
と
は
大
変
な
名
誉
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
第
一
普
通
科
連

隊（
練
馬
）、
普
通
科
教
導
連
隊（
滝
ケ

原
）、
富
士
学
校（
富
士
）、
第
二
十
二

普
通
科
連
隊
（
多
賀
城
）、
第
六
師
団

司
令
部
（
神
町
）、
第
三
十
二
普
通
科

連
隊（
大
宮
）、
部
隊
訓
練
評
価
隊（
北

富
士
）、
情
報
本
部（
市
ヶ
谷
）
で
勤
務

し
て
お
り
、
中
部
方
面
隊
で
の
勤
務

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
中
尾
連
隊

長
の
ご
指
導
の
下
、
連
隊
の
任
務
達

成
、
益
々
の
精
強
化
の
た
め
、
誠
心

誠
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
山
陰
勤
務
と
な

り
ま
す
の
で
、
駐
屯
地
、
部
隊
、
地

域
の
歴
史
及
び
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し
隊
員
の
模
範

と
な
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
連
隊
及
び
駐
屯
地
に

対
す
る
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

警務隊長　一等陸尉警務隊長　一等陸尉
椎木　靖之椎木　靖之

業務隊長　二等陸佐業務隊長　二等陸佐
山本　慎一山本　慎一

本管中隊長　一等陸尉本管中隊長　一等陸尉
大谷　孝博大谷　孝博

第三科長　三等陸佐第三科長　三等陸佐
東　　弘幸東　　弘幸
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連
隊
は
、
四
月
十
日
か
ら
訓
練
基

盤
の
維
持
・
拡
充
を
目
的
に
日
光
演

習
場
と
基
本
射
場
の
教
育
訓
練
基
盤

構
築
を
実
施
し
た
。

　

日
光
演
習
場
に
つ
い
て
は
、
整
備

隊
長（
本
管
中
隊
長　

大
谷
一
尉
）以

下
一
八
〇
名
規
模
の
人
員
が
参
加
し
、

総
合
戦
闘
力
の
組
織
強
化
に
必
要
な

視
射
界
確
保
の
た
め
の
伐
採
を
実
施

し
た
。
雪
解
け
の
日
光
演
習
場
は
、

倒
木
等
が
多
数
散
見
さ
れ
た
が
、
資

材
運
搬
車
を
有
効
的
に
活
用
し
演
習

場
の
整
備
任
務
を
整
斉
と
完
遂
し
た
。

十
五
日
に
は
十
三
旅
団
長
（
陸
将
補　

今
村
武
）の
視
察
を
受
け
た
。

　

米
子
射
場
で
は
、
新
た
に
跳
弾
防

止
材
の
板
を
壁
に
張
り
付
け
、
廃
弾

回
収
及
び
跳
弾
防
止
用
の
土
嚢
の
積

み
替
え
作
業
が
行
わ
れ
、
訓
練
場
は

見
違
え
る
ほ
ど
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

こ
れ
か
ら
訓
練
最
盛
期
に
入
る
が
、

演
習
場
整
備
も
無
事
完
了
し
、
隊
員

は
こ
の
整
備
さ
れ
た
演
習
場
を
有
効

に
活
用
し
、
個
人
及
び
部
隊
の
更
な

る
精
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

連
隊
は
、
第
一
四
八
期
陸
曹
候
補

生
選
抜
試
験
を
実
施
し
た
。

　

三
月
下
旬
に
一
次
試
験
（
学
科
試

験
・
体
力
検
定
）
が
行
わ
れ
、
一
次

試
験
を
突
破
し
た
七
名
が
四
月
の
下

旬
に
二
次
試
験
（
面
接
・
基
本
教
練
・

戦
闘
衛
生
・
野
外
走
）に
臨
ん
だ
。

　

こ
の
時
期
は
年
度
の
変
わ
り
目
で

野
営
訓
練
や
演
習
場
整
備
等
大
変
忙

し
い
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
各
中
隊

は
、
受
験
者
に
対
し
て
課
業
外
、
休

日
を
活
用
し
各
課
目
の
勉
強
、
訓
練

等
を
行
い
、
中
隊
の
新
た
な
戦
力
と

な
る
よ
う
後
輩
育
成
に
努
め
た
。

　

連
隊
の
選
抜
試
験
は
、
体
力
・
気

力
の
充
実
し
た
良
好
な
資
質
を
持
っ

た
隊
員
を
選
抜
す
る
た
め
、
厳
し
く

行
わ
れ
、
特
に
障
害
走
に
つ
い
て
は

陸
曹
へ
の「
過
酷
な
道
」と
し
て
八
連

隊
の
伝
統
の
種
目
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
難
関
を
突
破
し
た
者
の
み
が
、

栄
光
の
候
補
生
指
定
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
各
中
隊
長
・
陸
曹
・

同
僚
の
大
声
援
を
受
け
、
体
力
を
出

し
切
っ
て
ゴ
ー
ル
に
倒
れ
こ
む
受
験

生
達
に
、
精
強
八
連
隊
の
将
来
を
担

う
で
あ
ろ
う
若
者
の
姿
が
見
え
た
。

　

三
月
二
十
九
日
、
米
子
駐
屯
地
は

駐
屯
地
春
の
一
般
開
放
を
行
っ
た
。

　

一
般
開
放
を
行
う
に
あ
た
り
、
駐

屯
地
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

広
報
を
行
い
、
約
三
七
〇
名
の
来
場

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
日
は
少
し
肌
寒
か
っ
た
が
天
候

に
も
恵
ま
れ
多
数
の
来
場
者
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

催
し
物
で
は
、
連
隊
が
保
有
す
る

車
両
の
展
示
、
高
機
動
車
の
体
験
試

乗
、
鳥
取
地
方
協
力
本
部
に
よ
る
ミ

ニ
制
服
の
試
着
体
験
や
部
外
業
者
か

ら
本
イ
ベ
ン
ト
に
屋
台
を
出
店
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

残
念
な
が
ら
満
足
な
桜
の
開
花
に

は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
多

数
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

来
場
者
及
び
隊
員
の
活
気
に
よ
り
イ

ベ
ン
ト
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

駐
屯
地
は
今
後
も
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
、「
ま
た
来
た
い
米
子

駐
屯
地
」
を
目
指
し
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
い
く
。

　

四
月
二
十
日
、
自
衛
官
候
補
生
は
、

徳
操
教
育
の
一
環
と
し
て
大
山
の
美

化
を
推
進
す
る
会
が
主
催
す
る
大
山

春
の
一
斉
清
掃
に
参
加
し
大
山
周
辺

の
美
化
活
動
に
寄
与
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
大
山
の

豊
か
な
環
境
景
観
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
大
山
周
辺
地
域

の
三
会
場
に
分
け
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
九
十
六
回
目
を
迎
え
る

歴
史
の
あ
る
活
動
で
あ
る
。

　

参
加
し
た
自
衛
官
候
補
生
は
、
博

労
座
駐
車
場
に
お
い
て
開
会
式
に
参

加
し
た
後
、
駐
車
場
周
辺
地
域
や
川

沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
地
域
の
方
々
と

協
力
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
つ
つ
活

動
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
駐
屯
地
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
通
し
て
地
域
と
の
連
携
を

図
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
く
。

陸
曹
候
補
生
指
定
を
目
指
せ

陸
曹
候
補
生
指
定
を
目
指
せ
！！

駐
屯
地
　
春
の
一
般
開
放

駐
屯
地
　
春
の
一
般
開
放

大
山
春
の
一
斉
清
掃

大
山
春
の
一
斉
清
掃

装備品展示装備品展示

二次試験での分隊教練二次試験での分隊教練

二次試験での野外走（綱登り）二次試験での野外走（綱登り）

一次試験での体力検定（3,000m走）一次試験での体力検定（3,000m走）

桜鑑賞桜鑑賞

教
育
訓
練
基
盤
構
築

教
育
訓
練
基
盤
構
築

～
練
成
道
場
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
～

～
練
成
道
場
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
～

編成完結式編成完結式

旅団長視察旅団長視察

壁に板の張り付け壁に板の張り付け 側溝整備側溝整備

清掃の様子清掃の様子

安全教育安全教育

清掃の様子清掃の様子 集合写真集合写真
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記

編

集

後

令
和
七
年
度
が
始
ま
り
、
こ
の

春
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
皆
さ

ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
、今
年
も
来
ま
し
た
、く

し
ゃ
み
、目
の
か
ゆ
み
、鼻
づ
ま
り
の

季
節
…
。そ
う
で
す
、花
粉
症
で
す
。

花
粉
症
で
毎
日
辛
い
思
い
を
し
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

花
粉
症
の
原
因
と
し
て
、七
〇
％
は

ス
ギ
花
粉
症
だ
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、全
国
の
森
林
の
十
八
％
、国
土
の

十
二
％
を
ス
ギ
の
木
が
占
め
て
い
る

か
ら
で
す
。関
東
や
東
海
地
方
に
は

ス
ギ
が
中
心
で
関
西
は
ス
ギ
の
木
だ

け
で
な
く
ヒ
ノ
キ
も
植
林
面
積
が
広

い
た
め
ヒ
ノ
キ
花
粉
に
も
要
注
意
で

す
。私

は
ス
ギ
花
粉
症
で
ひ
ど
い
と
き

は
目
の
充
血
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
づ
ま

り
に
よ
っ
て
集
中
力
の
低
下
や
よ
く

眠
れ
な
い
な
ど
私
生
活
に
支
障
が
出

る
ほ
ど
ひ
ど
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
の
治
療
法
と
し
て
「
薬

物
療
法
」、「
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療

法
」、「
手
術
療
法
」
の
三
つ
が
あ
り

ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
鼻
の
炎
症

を
抑
え
る
点
鼻
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
目

の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
炎
症
に
は
点
眼
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
を
使
用
し
ま
す
。ア
レ

ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
は
、原
因
と
な
る

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
投
与
し
、体
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
弱
め
る
治
療
法
で
す
。

手
術
療
法
は
、薬
物
療
法
で
も
症
状

が
抑
え
ら
れ
な
い
場
合
に
考
慮
さ
れ

る
治
療
で
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
治

療
は
完
治
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と

さ
れ
て
お
り
、マ
ス
ク
の
着
用
や
目
の

洗
浄
な
ど
自
ら
花
粉
症
対
策
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
テ

レ
ビ
で
観
た
の
で
す
が
、Ｒ-

１
を
飲

み
続
け
た
人
が
花
粉
症
の
症
状
が

和
ら
い
だ
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
Ｒ-

１
を
飲
む
こ
と
で
免
疫
力
が
高
ま
る

か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
で
な
い
方
も
突
然
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
、自
ら
対
策
を
行
い

花
粉
症
に
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
！

栄
光
・
表
彰

第
一
〇
五
期
一
般
幹
部
候
補
生
課
程

　

幹
部
候
補
生
学
校
長
賞

　

第
一
中
隊　
　
　
　
　

西
尾
曹
長

第
五
十
二
回
中
国
四
国
地
区
銃
（
短
）

剣
道
選
手
権
大
会

　

団
体
戦　

優
勝

全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

　

ベ
ス
ト
８

ラ
ッ
パ
吹
奏
優
秀
隊
員

　

第
一
中
隊　
　
　
　
　

山
本
士
長

定
年
退
官

永
年
の
勤
務
ご
苦
労
様
で
し
た
。

業
務
隊
　　

陸
曹
長　

錦
織　

佳
枝

三
月
二
十
六
日
付

業
務
隊　
　

陸
曹
長　

棚
田　

泰
平

五
月
一
日
付

本
部
管
理
中
隊

　
　
　
　
　

准
陸
尉　

石
原　

俊
彦

五
月
十
六
日
付

　

三
月
十
九
日
、
米
子
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
連
隊
所
在
隊
員
が
見

守
る
中
、
三
月
末
に
自
衛
隊
を
退
職

す
る
十
名
の
除
隊
式
を
挙
行
し
た
。

　

式
に
お
い
て
連
隊
長
（
一
等
陸
佐　

中
尾
圭
介
）
は
、「
君
達
が
自
衛
隊
で

学
ん
だ
責
任
感
や
忍
耐
力
、
規
律
心

や
協
調
性
は
、
退
職
後
も
必
ず
役
立

つ
も
の
で
あ
る
。誇
り
と
自
信
を
も
っ

て
今
後
の
人
生
を
歩
ん
で
も
ら
い
た

い
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
除
隊

者
を
代
表
し
て
第
三
中
隊　

藤
原
士

長
が
「
多
く
の
方
々
の
支
え
が
が
あ

り
自
衛
官
と
し
て
勤
務
で
き
た
こ
と

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

除
隊
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記

念
会
食
で
は
、
入
隊
式
か
ら
除
隊
ま

で
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
視
聴
し
、

隊
員
た
ち
は
自
衛
隊
生
活
を
振
り
返

り
感
慨
深
く
見
入
っ
て
い
た
。

新
た
な
門
出
へ
！
除
隊
式

新
た
な
門
出
へ
！
除
隊
式

式辞を述べる連隊長式辞を述べる連隊長

辞令書交付辞令書交付感謝の言葉を述べる除隊者感謝の言葉を述べる除隊者

　

駐
屯
地
会
計
隊
は
、
米
子
駐
屯
地

に
お
い
て
、「
初
級
会
計
」
の
特
技
検

定
を
実
施
し
た
。

　

会
計
隊
の
特
技
検
定
は
、
新
隊

員
特
技
課
程
「
会
計
」
を
終
了
後
か

ら
、
約
六
ヵ
月
以
上
経
過
し
た
も
の

に
対
し
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
、
駐

屯
地
会
計
隊
か
ら
は
、
昨
年
四
月
に

入
隊
し
た
永
田
一
士
、
連
隊
第
二
中

隊
か
ら
異
動
し
た
山
本
士
長
の
二
名

が「
初
級
会
計
」の
特
技
検
定
に
挑
ん

だ
。

　

結
果
は
、
二
名
と
も
合

格
基
準
に
達
し
「
初
級
会

計
」の
特
技
を
取
得
し
た
。

　

特
に
永
田
一
士
に
つ
い

て
は
、
中
部
方
面
隊
の

「
初
級
会
計
」
受
験
者
の
中

で
ト
ッ
プ
の
成
績
で
見
事

合
格
し
、
駐
屯
地
会
計
隊

の
存
在
を
方
面
管
内
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。　

　

今
後
も
駐
屯
地
会
計
隊

は
、
駐
屯
地
を
支
え
る
と

と
も
に
、
永
田
一
士
に
続

い
て
来
年
も
成
績
上
位
者

を
輩
出
す
べ
く
後
輩
育
成

に
努
め
て
い
く
。

会
計
隊
　
特
技
検
定
を
実
施

会
計
隊
　
特
技
検
定
を
実
施

特技検定を実施する隊員特技検定を実施する隊員
　

三
月
二
十
三
日
、
南
国
市
立
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
高
知
）
で
行
わ

れ
た
、
第
五
十
二
回
中
国
四
国
地
区

銃（
短
）剣
道
選
手
権
大
会
に
八
連
隊

銃
剣
道
訓
練
隊
が
参
加
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
監
督
第
二
中
隊　

井

ノ
上
二
曹
、
先
鋒
第
一
中
隊　

齋
木

三
曹
、
次
鋒
第
二
中
隊　

井
ノ
上
二

曹
、
中
堅
第
一
中
隊　

平
尾
二
曹
、

副
将
第
一
中
隊　

谷
三
曹
、
大
将
第

三
中
隊　

坂
口
二
曹
で
挑
み
、
第
一

回
戦
は
十
七
普
連
Ｂ（
山
口
）
と
対
戦

し
、
四
対
一
で
勝
利
し
た
。
二
回
戦

の
対
五
〇
普
連
Ｂ（
高
知
）戦
で
は
五

対
〇
で
勝
利
し
、
準
決
勝
の
対
戦
相

手
は
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
な
ど

様
々
な
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
日
本

原
Ａ
と
対
戦
し
四
対
一
で
圧
勝
し
決

勝
に
進
ん
だ
。
決
勝
の
対
戦
相
手
は

五
〇
普
連
Ａ（
高
知
）
で
中
堅
の
試
合

で
は
接
戦
と
な
り
審
判
に
よ
る
旗
判

定
に
よ
り
勝
利
を
収
め
た
。
決
勝
戦

で
は
四
対
一
と
圧
勝
し
十
三
年
ぶ
り

に
見
事
優
勝
し
た
。

見
事
優
勝
！

見
事
優
勝
！

中
四
国
地
区
銃（
短
）剣
道
選
手
権
大
会

中
四
国
地
区
銃（
短
）剣
道
選
手
権
大
会

次鋒　井ノ上二曹次鋒　井ノ上二曹

集合写真集合写真

副将　谷三曹副将　谷三曹 中堅　平尾二曹中堅　平尾二曹

駐屯地サマーフェスタ
開　催　日	 ８月７日（木）
場　　　所　	米子駐屯地グラウンド
イベント情報	 �隊員による余興、太鼓、屋台、子供コーナー、

花火など各種催し物（現在調整中）
※�駐車場は現在調整中ですが、混雑が予想されますので、できる限り乗り合わ
せてご来場いただくか、公共交通機関をご利用ください。
※�内容は変更になる場合がございます。詳しくは米子駐屯地ＨＰまたはＳＮＳ
をご確認ください。


